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Pre・ Iニューロン、 Inspニューロンおよび C4のパースト幅は顕著に減少したままだった。
この抑制は洗った後も 1時間以上続いた。オイゲノ｝ルによるパーストの幅の減少は
TRPAl、TRPVlアンタゴニストを投与してもブロックされなかったが、 GABAA、グリシ
ンアンタゴニストや GABABアンタゴ、ニストにより部分的にブロックされた。また、オイ
ゲノールはGABAA、グリシンアンタゴ、エストが引き起こす癒痢様の活動を抑制した。さら
に、オイゲノールの投与により、呼吸性ニューロンの脱分極刺激に対する活動電位の連続発
火が抑制され、最初の一発のみしか出なくなった。 Pre-Iニューロンにおいて、持続性 Na
チャネル電流を抑制した。［結論］オイゲノールによるパ｝スト幅の減少は T即チャネル
の関与なしに、 Naや Caチャネルの抑制によって引き起こされると考えられたロパースト
幅の減少のメカニズムとしては、ニューロンレベルにおいて活動電位の連続発火が抑制さ
れ、これによって呼吸性ニューロン間の相互興奮結合が抑制されること、さらに通常マスク
されている呼吸性ニユ｝ロン聞の抑制j性シナプス結合が顕著に出現することなどが示唆さ
れた。呼吸性ニューロンにおけるパースト形成は呼吸相を形成するために不可欠でありオ
イゲノールはこのパースト形成に必要な細胞機構を抑制すると考えられた．また、オイゲノ
｝ルには書簡痢様の活動を抑える作用があることから、癒捕により引き起こされる呼吸活動
の乱れ及びその他の障害を治療できる可能性があるかもしれない。
